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地域・福祉・健康を学ぼ
う

　誰でも気軽に参加できる市民向け研修です。

介護いきいきフェア
　昨年度中止となった介護いきいき
フェアに代わり、介護普及啓発のパ
ンフレット配布、動画配信中です。今
年度は介護と福祉にかかわる類似イ
ベントと整理統合して開催します。

市民向け研修

http://youtu.bu/9wNmXAeWl0w
動画

介護の

　初めて介護の仕事にチャレンジする方から福祉職員のキャリアアップ、一般市民向けの介
護・健康講座まで、福祉に関するさまざまな研修や講座を多数開催しています。こちらに掲
載しているのはほんの一部。この春、何か新しいことを始めたいと思っている人も必見です♪

　初めて介護の仕事にチャレンジする方から、資格試
験対策講座、各種更新研修、キャリアアップ研修ま
で、福祉の仕事に関する学びは社協へお任せ！

福祉についてまなびませんか？

一
部研修・講座を　 ご紹介

市社協による

令和３年度の各講座の開催詳細については、HPをご覧いただくか下記へお問合せください。

資格取得を目指す人・

キャリアアップを目指
す人へ

総合研修センター
ADRESS 川崎区日進町5-1
　　　川崎市複合福祉センターふくふく2階
T E L 223-6509
E-mail kensyu-c@csw-kawasaki.or.jp
U R L http://www.kourei-c.jp/

川崎市福祉人材バンク
ADRESS 中原区上小田中6-22-5
　　　川崎市総合福祉センター5階
T E L 739-8726
E-mail jinzai@csw-kawasaki.or.jp
U R L https://www.csw kawasaki.or.jp/jinzai/

研修・講座の一例

●介護職員初任者・実務者研修
●認知症介護関係研修
●相談支援従事者研修
●介護福祉士国家試験
　　　　　　直前対策講座

福祉施設ってどんなとこ？

施設見学
バスツアー

　福祉施設ってどんな所？
　自分に合った職場を探したい。
そんな人のために、自宅にいなが
ら施設見学できる動画を配信中！

福祉職の方、必見！

令和時代に思う
福祉人材の確保

　社会変化が激しく、多様化する
現代。働き方や、世代間ギャップな
どについて、今、思うことを福祉分
野の第一線で活躍するお三方が
座談会形式で話し合います。

福祉人材バンクの

Youtubeチャンネル
開設しました！

JR川崎駅から徒歩約10分！

　福祉施設で働く職員のための研修です。利用者
に対してより親身に、寄り添った支援が出来る人
材育成を目指し、様々な内容を企画しています。
施設長など管理職向けのマネジメント研修も。

福祉の
スペシャリストを目指し

て

研修・講座の一例
介護スキルの向上に 
「移動・移乗介助法」「ストマケア」
専門性を高めるために
「医療・薬学基礎知識」「食事と栄養」
職場での対人関係に 
「職員を育てるOJT技術研修」
「チームリーダー、管理職のための
 セルフケア研修」

川崎市複合福祉センターふくふく
　今年4月OPENの「ふ
くふく」は、医療・介護・
福祉・予防・住まい等を
一体的に提供する複合
施設です。
　この「ふくふく」2階
にある総合研修セン
ターは、実際の福祉の
現場をフィールドとして
活用することで、多様化
する高齢者、障害者等
の介護・リハビリテー
ションを実践的に学べ
る場となっています。

寸劇で学ぶ 認知症介護のコツ！
研修の一例

地ケア推進研修
互いに関心を持ち合い、多様性を知り、理解するために
（テーマ：認知症・発達障害など）
地域課題研修
地域の課題に気づく意識、つながりを持つために
（テーマ：自殺予防・虐待など）
地域活動促進研修
地域活動の活性化と拡大のために
（テーマ：レク・広報手法など）
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変わらず、
そばに寄り添うこと

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、多くのボランティア・市民活動団体が休止し
たり、活動頻度を減らしたり、団体自体を解散してしまうといった状況になっています。
　しかし、コロナ禍で社会が変容し、新たな課題やニーズが生まれる中、困りごとへの支援活動
や人と人とのつながりはより一層求められていると言えるでしょう。本記事では「今だからでき
ることを」と、試行錯誤しながら活動の継続を行っているおふたりからお話を伺いました。

つながり、つづける。

ボランティアのカタチ

「傾聴たかつ」
　「傾聴たかつ」は、高齢者施設を中心に傾聴活動を行う団体です。約30名の

メンバーが所属しており、それぞれが認知症や精神障害を患う人々の話に耳を傾

け、人生を心穏やかに過ごすためのお手伝いをしてきました。しかし、現在は感染症防止対策として多くの施

設で面会制限が実施され、活動はほぼ休止しています。

　それでも、話を聞いてほしいという声は少ないながらも絶えることなく、中里さんは依頼者のもとへ足を運

びます。当初、感染リスクを考えると訪問をためらう気持ちもあったそうですが、「世の中がどのように変わって

も、誰かと話したいという相手の気持ちに応えたいと思いました。この活動は私の使命のようにも感じていま

す。」と話してくださいました。

　昨年度、高津区社協では中里さんを講師に招き、傾聴講座を実施。学生からシニア世代まで多くの地

域住民が参加しました。相手を受け入れ、共感する傾聴の姿勢は、人々の気持ちが不安定になりがちな今、

強く求められていることかもしれません。

代表 中里良三さん

「皆さん、本当に楽しそ
うに幼少時の思い出を
お話しされます。」
童謡を収録した歌本や
お手玉を持参すると、
大変喜ばれるそうです。

「傾聴たかつ」の活動へのお問合せ
高津区社会福祉協議会 TEL 812-5500

昔話の動画配信で
みんなを笑顔に

「おと絵がたり」
　「おと絵がたり」は、手作りの絵巻に歌や音楽を組み合わせながら、昔話の朗

読をするグループです。元々は、小学校での読み聞かせ活動の一環としてスタート

し、加藤さんが作画、他メンバーは楽器演奏や語りを担当しています。

　平成１５年の発足以来、地域の子ども達へ数多くのおはなしを届けてきましたが、昨年3月以降は全公演

が中止に。そして、代わりに始めたのが絵巻の動画配信です。「公演が出来ないのは残念ですが、配信な

らこれまで訪問出来なかった場所にも絵巻を届けることができます。おとなも子どもも憂うつになることが多

い今こそ、楽しいお話を見て聞いて、少しでもハッピーになってもらえたら嬉しいですね。」

　動画制作の知識は全く無かったという加藤さんですが、コロナ禍で自分たちが出来る最大の地域貢献

だと信じてチャレンジしたと語ります。「今後は英語字幕を入れた動画も増やしていきたい。日本の昔話を外

国の方にも楽しんでほしいです。」形は変わっても、

多くの人へ明るい笑顔を届け続けたい。そんな強い

想いが感じられるお話でした。

代表 加藤妙子さん

神奈川県の民話「ねこの踊り場」からグリム童話「ブレーメンの音
楽隊」まで、幅広いお話を題材に絵巻を制作。暖かい色使いと、ど
こか懐かしい絵柄に心癒されます。

コロナ以前は市内全域
の児童施設や市民館を
中心に、年間約30回も
の上演活動を行ってい
ました。

Share Smile かわさき
Withコロナ 地域福祉活動ヒント集
～まずはこれから！感染防止に向けた9つのルール～

発行しました！

　感染症の影響により活動休止・縮小中の団体
が、活動を再開する際に留意すべきポイントな
どをまとめたガイドライン。新しいカタチでの活
動を考えるヒントとなれば幸いです。

ボラ☆ナビ2021
市内のボランティア情報が満載

　「ボランティア・市民活動をしたい」という方に向け
て、市内のボランティア情報をまと
めた一冊です。活動の受入れをし
ている施設・団体等の情報が掲載
されています。

「地域活動をしてみたい」
「ボランティアを依頼できないかな」
市内のボランティア活動全般に関する
ご相談・お問合せ
市内のボランティア活動全般に関する
ご相談・お問合せ

ボランティア活動振興センター
TEL 739-8718
URL http://k-fukumimi.com/

ボランティア活動振興センター
TEL 739-8718
URL http://k-fukumimi.com/

【おと絵がたり HP】 

http://www.cl.bb4u.ne.jp
/~otoe-net/

おとえがたり

YouTube で現在約30本の絵巻が無料で楽しめます

【YouTube チャンネル】
https://www.youtube.com/user/otoestory

◀ボラ☆ナビ2021は市社協、かわさき市民活動センターで配布中。
こちらからダウンロードもしていただけます。
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　一人ひとりがその人らしく住み慣れた地域で暮ら
すため、自らの健康づくり、地域活動に参加し、地
域の課題を自分のことととらえ、ともに解決に向け
て取り組むことができる地域づくりを目指します。

住民主体による新たな支え合いの
地域づくりを目指そう

基本目標Ⅱ ③住民の自発的な取組や住民相互の活動推進
④住民活動促進のための啓発、情報提供

その人らしく暮らせる地域づくりに
向けた多様な活動や参加への支援

基本的取組2

⑤個別ニーズの把握から地域課題の抽出
⑥会員等のネットワークを活かした地域ニーズの把握
⑦個別・地域課題の解決に向けた取組

個別地域ニーズや課題の発掘と
解決に向けた取組

基本的取組3

第5期地域福祉活動推進計画がスタートします
　本会では、会員、市民関係機関、団体等の協力により、この度「第5期地域福祉活動推進計画」を策定しました。この計画は、
地域での支えあい活動の一層の充実、分野・領域を横断したネットワークの強化により川崎市の
地域福祉活動を推進する「社会福祉協議会の活動・行動計画」としています。
　また、川崎市が策定する「地域福祉計画」と相互に連携を図りながら検討しており、行政とよ
り強いパートナーシップを構築し、川崎市の地域福祉をしっかりと推進していくこととしています。
　川崎市が重要課題として位置付けている地域包括ケアシステムの一層の推進に向けて本計画
の取組を着実に進めてまいりますので、今後とも皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

　日本赤十字社は、人々の
命と健康を守るために国内
外の災害救護活動、医療事
業、血液事業、社会福祉事
業など幅広い活動を展開し
ています。
　赤十字活動は皆さまから
寄せられるご寄付によって支えられています。一人でも多
くの人を救うため、ご支援とご協力をお願いいたします。

次のような活動に役立てられています。

令和2年度も、共同募金運動へのあたたかいご支援・ご協力をありがとうございました。
市民の皆様をはじめ、町内会・自治会、企業、学校等各種団体のご協力により、多くのご寄付をいただきました。
心よりお礼申し上げます。

共同募金の使いみちは市町村ごとにデータベース化し、
公開されています。

129,032,054円129,032,054円
（令和3年2月28日現在)（令和3年2月28日現在)

子ども達の未来のために子ども達の未来のために

児童養護施設へ文具・玩具等の贈呈児童養護施設へ文具・玩具等の贈呈 福祉車両の提供福祉車両の提供 敬老祝品の贈呈敬老祝品の贈呈

募 金 総 額

募 金 の 使 い 道

一般募金 77,765,057円
51,266,997円年末たすけあい募金

障害者の生活をより便利に障害者の生活をより便利に 高齢者の生きがいづくりに高齢者の生きがいづくりに

はねっと

協賛会員・賛助会員
募集中

川崎市社会福祉協議会の活動にご賛同いただける、
個人・法人・団体の皆様を募集しています。
いただいた会費は、地域福祉を支える
さまざまな活動資金として使われます。

詳しくはTEL:739-8711(企画課)までお問い合わせください。

5,000円以上

年会費

5月は赤十字運動
強化月間です！

日本赤十字川崎市地区本部
事務局：川崎市健康福祉局 地域包括ケア推進室 援護担当

TEL：044-200-2628／FAX：044-200-3926

お問合せ

赤い羽根共同募金活動のご報告
令和2年度

赤い羽根データベース「はねっと」

賛助会員(個人)
1口1,000円

協賛会員(法人・団体)

令和2年7月豪雨災害における日本赤十字の活動

第5期地域福祉活動推進計画 体系図
（計画期間 令和3年4月1日～令和5年3月31日）

み
ん
な
で
支
え
合
い
　
と
も
に
安
心
し
て
　
そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
せ
る
　
川
崎
の
ま
ち
づ
く
り

〜
目
指
せ
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築・推
進
〜

　住民が安心して暮らしていけるよう、住民同士が
つながり、安心して
暮らせる地域づくり
への理解、誰も排除
しない、やさしさと
思いやりのある福祉
の心を育てます。

お互いを認め合う福祉の心を育てよう
基本目標Ⅰ

地域福祉に関わる多種多様な
団体・組織との連携強化

①子どもから大人まで幅広い世代への福祉教育の推進
②寄附文化の醸成と共同募金運動の活性化

つながりのある地域づくりに向けた、
共生意識の醸成

基本的取組1

　既存の制度やサービスでは解決できない、今日的
な複雑・多様化する課題の解決に向け、保健・医療・
福祉の専門機関、福祉の分野を超えた企業など多様
な団体との連携に努め、ネットワークの強化に取り
組みます。
　また、福祉を支える地域の担い手、専門職の人材
づくりや支援を通じ、地域福祉の推進を目指します。

住民の暮らしを支える協働・連携の
ネットワークをつくろう

基本目標Ⅲ
⑧多種多様な団体との連携・協働と社会福祉法人に
よる公益的な取組への支援.

⑨災害に強い地域づくりの推進

地域福祉に関わる多種多様な
団体・組織との連携強化

基本的取組4

⑩身近な地域で支え合う福祉人材の育成
⑪福祉を支える仕事の魅力発信
⑫福祉を支える専門職の育成・定着支援

地域福祉を支える人材づくり
基本的取組5

地域のための募金活動



 




